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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、住環境改善が居住者の健康状態に及ぼす影響を実証的に調査分析し、科学的根拠を獲得す

るものであり、疾病・介護予防のコベネフィット評価を行うものである。 

ステップ１のベースライン調査については多様な地域で大規模に実行しており着実に研究成果が出

ている。ステップ２のコホート・介入調査についても事例調査を実施済であるが、コホート分析には時

間を要するため、やや遅れが認められる。また、健康状態に関して研究成果が公表されていない分野・

項目があり、研究が進捗していないことが懸念される。2020 年度から行うステップ３の疾病・介護予

防コベネフィット評価は、これらの分析データがそろって初めて総括的な評価ができるものであるこ

とから、研究実施スケジュールの見直しが必要である。 


